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※財団での受付完了後、「受付票（申込受付確認票(兼)請求書）」をFAXでお送りいたします。届かない場合には、お問い合わせください。
※開催7日前を過ぎてのキャンセルの場合、原則として受講料の返金はいたしません。予めご了承ください。
※定員を大幅に下回る、または天候不順等により、日程の変更または中止の場合があります。
	日　　時
	内　　容
	講　　師

	1月26日

（火）
午前9時30分
～
午後4時45分

	1. 新商品開発のプロセス

　・マーケティング思考による商品開発とは

　・商品開発にのぞむ心構え（マインドセット）

2. 現在の事業（商品）について把握して、新商品開発の「テーマ」を設定しよう

3. 設定したテーマに基づいて、「顧客」と「提供価値」を決めよう

　・コロナ禍において提案すべき価値の見つけ方　　

　（今までの「常識」を疑う発想法の実践）

　・自社の強みを生かした提供価値の設定方法

4. 「顧客」と「提供価値」を達成する商品仕様を検討しよう

5. 「商品コンセプトシート」を作成しよう

6. 「商品コンセプトシート」を共有しよう

7. 振り返り、学びの共有


· 自身の課題に即したテーマを選び、ワークショップや演習を通じてブラッシュアップ。

· 研修終了後も、現場で使える企画ツールのフォーマットを共有。

· 現場で使えるアイデア発想・整理の方法を紹介。
	合同会社タツノ経営デザイン

代表　辰野　博一　氏

【プロフィール】

1976年鹿児島県生まれ。

早稲田大学リサーチイノベーションセンターインキュベーション部門シニアコンサルタント。中小企業診断士。修士（商学・エネルギー科学）。

　パナソニック（株）で電動歯ブラシの商品企画を担当。社内での実使用調査、一般消費者へのグループインタビューや訪問調査など、数多くのユーザー調査を重ねて商品企画を行う経験を繰り返す。そうした活動を経て、使用率の低かった20、30代OLの「ランチ磨き需要」に着目して2010年に発売した携帯式電動歯ブラシは、電動歯ブラシの市場規模を2倍にする大ヒット商品となる。

　現在は、企業などの経験を活かして、中小企業の商品開発、マーケティングに関わる支援を行っている。

　支援における信条は「顧客のことを考え尽くしてもらうこと」「技術について考える頭の2割を、ユーザーについて考えることに使ってもらうこと」。

	個人情報の利用目的のご案内
	当財団では個人情報を以下の目的で利用させていただきます。募集活動で入手した情報は、当財団の事業で使用し、管理します。
・研修やイベントなどに関する情報のご案内（送付を含みます）　　・各種相談やお問い合わせに関する対応など　
・受付簿の作成　　・研修の運営上必要となる受講者名簿　 


FAX: 0495-24-7465





研修受講申込書
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　　　　　年　　　月　　　日　


（公財）本庄早稲田国際リサーチパーク　地域振興支援部　行








